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カリキュラム（安全衛生特別教育規定第11条に基づく）
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本講習について

本講習は、CIC （株式会社日本建設情報センター）が提供する学科（eラーニング）とDMTC（東京

大学生産技術研究所附属災害対策トレーニングセンター）が実施する実技の二つから成ります。

学科（７時間４７分）と実技（６時間以上）の双方を修了された方は、実技教育修了を証する事業者

（本講習では、DMTC）より修了証が交付されます。

修了証は、DMTCが署名をすることによって、学科＋実技の全過程を修了したことを証明するものに

なります。

＊労働安全衛生法第59条3項では特別な危険が伴う作業に従事するものには、安全衛生教育が義務付けられ
ています。



○○マニュアル

厚生労働省より、インターネットを介したeラーニング等により安全衛生教育を実施することが可能
になりました。実技講習の前に、必ず規定の学科（WEB講座8時間）を修了してください。

（必要な環境）

・インターネットが利用できる環境がある。

・カメラ付きのスマホ、PC、タブレットで受講ができる。

※受講生1名につき1アカウントが付与されます。1アカウントで複数人のご受講はできません。

顔認証システムによるWEB講座について

CICは、AI顔認証システムを導入しており、24時間いつでも、自宅・会社・出先などからオンライ
ン受講が可能です。また、「受講者本人が、規定時間すべての教育を受講したか」を正確に特定す
ることができるので、確実に受講者本人が学科教育を受けていることを保証します。

■ 顔認証システムの仕様

・受講前にカメラが起動し、受講者の顔が録画されます。

・登録された顔写真と受講中の顔は常に照合されます。

・カメラに顔が映らない場合、講義が自動停止します。

・早送り・スキップ・再生速度の変更はできません。

・視聴中に退席する、下を向くなど視線が外れたと判断された場合も動画が停止します。
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eラーニング（WEB講座）について

学科講習の修了後、CICよりカード型の修了証が発行されます。
この修了証は、実技講習を実施した事業者が裏面に署名することで、有効となります。
実技講習が終了しましたら、DMTCが裏面に署名を行い、後日、受講者様のご住所宛に郵送いたし
ます。
（CICの発行のタイミングにより、お届けまでに少しお時間をいただく場合がございます）

表面 裏面

修了証について
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※DMTCへ所定
申込み・振込

DMTCより、CICへ
代行申込み

CICより
ログインID、PWが

受講者へ通知

CICへログインし
学科を受講（視聴

時間:約8時間）

CICによる学科
受講（視聴）修了

実技講習を受講
（規定時間６時間

以上）

学科、実技講習の
規定時間修了者
へ修了証を送付

受講の流れについて

・申込みは、DMTCプログラム事務局を通じて行ってください。

・申込方法の詳細は、本webサイトにてご確認いただけます。

・CICへの受講申込みは、DMTCが一括して代行いたします。基本、各講習の申込締切を目安にして、CICへの申込

み手続きを進めております。ご不明な点がございましたら、いつでも事務局にお問い合わせください。

・本実技講習では、保険に加入いたします。保険代理店への申込み手続きは、DMTCが一括して行います。



実技は、十分な知識と経験を有する「実技実施責任者」を講師として選任し、講師と受講者は同一施
設で必ず対面のもと、実際の機械器具を用いて6時間以上実施します。

安全衛生特別教育規定第11条に基づく教育について

事業者は、機体重量が3t未満の車両系建設機械のうち、「整地・運搬・積込み用」及び「掘削用」の
機械で、動力を用い、かつ、不特定の場所に自走できるものの運転（道路上を走行させる運転を除
く）の業務に労働者を就かせるときは、安全又は衛生のための特別な教育をおこなわなければならな
いことが義務付けられています。

■車両系建設機械（整地用等）の機体重量が3t未満の機械

「機体重量」とは、車両系建設機械から作業装置（バケツ等）を
除いた乾燥重量（燃料、油類、水類が入ってない重量）であり、
すなわち機械本体の重量をいう。

写真のようなプレートが機械に貼ってあるので、運転する際は必
ず確認してください。

・主な機械

油圧ショベル（バックホウ）

ブルドーザー

ホイールローダー（トラクターショベル）

機体重量が3t以上の機械、基礎工事用、解体用などの機械は対象
外です。
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実技について

実技の科目について

学習時間は教育規定で定められた時間であり休憩時間は含みません。

科目 教育時間

走行の操作 ４時間

作業のための装置の操作 ２時間

（重要）実技講習実施日に必要なもの

講習当日は下記をご用意ください。

・動きやすい服装（長袖、長ズボン、作業着等） ・軍手などの手袋

・ヘルメット（貸出可） ・雨合羽 ・安全靴（無い場合は適切な靴）

・メガネもしくはゴーグル（推奨）必須ではございません。

※持参が難しい場合は、お知らせください。



ご不明な点は、下記へお問い合わせください。

DMTCプログラム事務局 （沼田研究室内）

sec-numa@iis.u-tokyo.ac.jp
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詳細は、後日、参加者の方にメールでご案内する予定です。

当日のスケジュール（仮）

8:30 受付 ※これより早い時間は開場していません。
9:00 ガイダンス
9:30 重機操作
12:00 昼休憩
13:00 重機操作
15:30 休憩
15:45 強化したい機械の操作
16:00 終了・閉会
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